
Title 紅藻ヒメイギスとウスベニの核分裂

Author(s) 籔, 凞; YABU, Hiroshi; 能登谷, 正浩 他

Citation 北海道大學水産學部研究彙報, 32(3), 221-224

Issue Date 1981-09

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/23761

Type departmental bulletin paper

File Information 32(3)_P221-224.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北大水産業報
32(3)， 221-224. 1981. 

紅藻ヒメイギスとウスペニの核分裂

鑑 瀬*・能登谷正浩判・福井克巳*

Nuclear divisions in Ceramium f，αstigiatum Harvey and Sorella 
repens (Okam.) Hollenberg (Ceramiales， Rhodophyta) 

Hiroshi YABU*， Masahiro NOTOYA** and Katsumi FUKUl* 

Abstract 

Red 晶19品e，Ceramium fi.αstig'似tw悦宜晶rvey and Sorella repens (Ok晶m.)
Hollenberg， colle伽 datH晶kod脚， Hokkaido， were ex拙泊edcytologically. The 
chromosome number w.ωn=28晶.nd2n=ω56 in C. fastがaωm品.ndn=30 and 
2n=倒的 inS. repens. Meiosis 1 in the加もr品目:porangiumof thωe two speci側
担dicaぬd色hatin S. repe削， nucleolu自晶.nd chromosomes were both somewhat 
larger品ndchrom柑 n色hreadsat prophase were slightly thicker than色.hosein C. 
fastigiαtum. 

緒言

ヒメイギス (Ceramiumfastigiatum Harvey)は英国，地中海，北米東部， メキシコ湾，カリブ海

など広い海域に分布しているととが知られているが， 我が国では北海道と東北地方tとみられ Naka-

mura1)による詳しい記載がある。

一方，ウスぺニ (Sorallarepens (Okam.) Hollenberg は岡村2) が ~rythroglossum repensと命名

した種である。しかし 3 その後 Hollenberg3)は新たに S01・'ella属を設け，岡村の記載と図を検討した
結果，ウスペニの種名は Sorellarepens 11:改めるのが適当であるとした。本種の四分胞子，雌性並

ぴIC雄性生殖器官の形成については Y四国da4)が詳細な観察を行なっている。

筆者らは 1980年12月から 1981年1月にかけて函館港第3防波堤に着生する紅藻を採集していた

際，イギス目植物IC属する ζのヒメイギスとウスペニが生育しているのを見つけ細胞学的研究に供し

Tこ。

材料と方法

採集した材料は北大水産学部の実験室内で海水に入れて生かしておいた後固定した。又，一部の体

からは胞子を放出きせて培養を行ない，その発生体をも固定した。両種ともに培養条件は温度 150C，

照度 1側 lux， 12時間の明期と暗期とし. Grund改変の培養液を用いた。固定は酢酸・アルコール

(1: 3)の液で行ない， Wittmann5)の液で染色した。

*北海道大学水産学部水産植物学講座
(Lαbor，仰 ryof M arine Bot，聞 y，F，ωulty of Fi8heries， Hokkaido Universi勿)
紳青森県水産増殖センター (Aquacult制'eCenter， Aomori Prefecture) 
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結 果

1. ヒメイギス

四分胞子体の体細胞核分裂:四分胞子体，雄性体，雌性体の三者を固定したが3 染色体を数え得る

体細胞の核分裂像は四分胞子体だけにしか観察する ζとができなかった。核分裂像は屡々体の枝の先

端附近の細胞内 (PL.I，A)に， 稀K体の中軸細胞内 (PL.I，B)で見られ， それらの像から印-58

の染色体数が得られた。

四分胞子嚢内核分裂:四分胞子嚢は体の節部に生じる。若い四分胞子嚢はその中央部K核を有し，

核内には比較的大きい仁{直径約印刷が存在する。間もなく核内には極めて細い染色糸が現われ，

やがてとれが二価染色体となる。 ζの頃Kは胞子嚢内の細胞質内1<::'色素tとよく染まる果粒が生じ， ζ

れと染色体との区別が困難になる場合が多い (PL.I，C)。ディアキネシス期の終りに乙の果粒は消

失し仁の染まりが薄くなり，核内に散在する染色体が明瞭に認められるようになる (PL.I，E)。ζの

時期に28個の染色体が数えられた。中期側面観 (PL.I，F)では紡錘糸が見られるが極には中心体は

存在しない。中期側面観の 10%の像には染色体群から離れた 1対の染色体が観察される (PL.I.G)。

第2回の分裂を終え細胞内に4個の娘核を生じた後， 細胞質はそれぞれ1個の娘核を有する 4個の細

胞に分割され四分胞子が形成される。

精子形成の際の核分裂: 精子は節部に生じた皮層細胞から形成される (PL.1. H) 0 PL. 1， 1 K示す

如く精母細胞内の核分裂像で 24-28の染色体数が認められた。

果胞子形成の際の核分裂:雌性配偶体では受精毛内を通過中の精子の核(PL.II，A)を屡々観察し

たが3 胎心細胞内での受精の現象を確かめる ζとはできなかった。 しかし，造胞糸の細胞内 (PL.II，

B)で約60の染色体を見た。

四分胞子と果胞子の培養:四分胞子体3個体と雌性体3個体を 1個体ずつそれぞれ別のシャーレK

移し入れて胞子を放出させ，培養を開始した。そのうち 2個体ずつの四分胞子体と雌性体より得た胞

子発芽体を 1-10細胞期K固定して細胞学的研究に供し， 残りのl個体ずつより得た胞子発芽体は成

熟する迄継続して培養を行なった。

四分胞子は直径 32-37I'm，平均 34.8μm，呆胞子は直径 36-40I'm.平均 38.21'mで四分胞子は果胞

子よりも幾分小きい。雨胞子は放出後12-20時間でスライドグラス上K付着するが其の後更に20時

間経た頃K第一回の核分裂が行なわれる。 1-4細胞期の幼発芽体の細胞内で屡々染色体が認められ，

四分胞子発芽体で 24-28{PL. II， C-G) ，果胞子発芽体で約56(PL. II， H & I)の染色体数を得た。

培養を継続した四分胞子発芽体は培養開始後3週間を経た時に体長 1-2cmK達し， ζの時既K体

上K精子 (PL.III， A)又は胎原列が形成されて配偶体の雌雄を識別する ζとができた。その後更に 2

週間経た時K雌性体が完熟し始め (PL.III， B)，次いで果胞子が放出された。 ζの時1<::'30個体を無差

別に選んで検鏡したと ζろs 体の性別は雄性体10個体，雌性体14個体，残りの6個体は雌雄同株の

体 (PL.III. D)であった。

果胞子発芽体は培養開始後5週自には体長 3-4cmととZって成熟し (PL.III. C)，体上部の枝に四分

胞子繋が形成された。

2. ウスペ=

本種では採集した四分胞子体の体細胞分裂と四分胞子嚢内の核分裂， 並ぴに培養した四分胞子発芽

体から生じた雄性体で精子形成の際の核分裂を観察した。

四分胞子体の体細胞分裂:核分裂は体の頂端付近 (PL.IV，A)又は体上部の縁辺の細胞 (PL.IV，

B)に見られ，約60の染色体が得られた。

四分胞子嚢内核分裂:多数の四分胞子嚢内核分裂像を得て分裂の経過 (PL.IV， C-I)を容易K観察
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するととができた。第一減数分裂で見られる核内の仁は平均8.5，.mで前述のヒメイギスの同時期の

核の仁よりも大きい。叉，核分裂前期に現われる染色糸はヒメイギスのものよりも幾分太い。ディア

キネシス期ではヒメイギスの胞子嚢細胞内11:色素iとよく染まる果粒が現われたが， ζのような果粒は

それ程顕著に現われとよいか，叉は認められない場合が多い。第l回分裂のディアキネシス期の終りか

ら中期にかげでみられる染色体の大きさはヒメイギスのものよりも幾分大きい。 ζの時期11:数えられ

た染色体数は n=30であった。中期側面観ではヒメイギスで見られたような染色体群と離れて存在す

る異質染色体は観察きれなかった。第2回核分でも約30の染色体 (PL.IV，H)を認める乙とができ

Tこ。

四分胞子の培養:採集した体より放出した四分胞子はその大きさにばらつきがあり，直径37-70，.m

でヒメイギスのものよりも大きい。胞子放出後1ヶ月経た時，体長は 5-7mm1と生長し， ζの時約半

数の葉状体中央部の表面に広範囲にわたり精子を形成した (PL.mE)。 乙れらの体を固定して染色

すると精子形成の際の核分裂像 (PL.mF)が得られ2029個の染色体が認められた。

考 察

今回の筆者らの細胞学的観察では染色体数はヒメイギスが n=28， 2n=約 56，ウスペニがn=30，

n=約60であり，何れも四分胞子嚢内で減数分裂が行われる ζとを確かめた。最近，能登谷と鍍6)は

函館で採集したイギス属植物の染色体数はハネイギスが n=約30， イギスがn=12-15と報告してい

るが本研究の結果，ヒメイギスではハネイギスの染色体数に近いρ

ヒメイギスとウスベニの四分胞子嚢内第1分裂ぞ比較すると両者の聞には核分裂前期に現われる染

色糸の太き，仁と染色体の大きさに差異が認められた。即ち，ウスペニでは染色糸はヒメイギスのも

のよりも太く，又，仁と染色体はヒメイギスのものよりも大きい。

イギス属植物ではEdwards7)， Gardary et aL 8)能登谷と飯町等が胞子発芽体を短期間の培養で成熟

させているが今回ヒメイギスでも培養開始後5週自には四分胞子発芽体， 呆胞子発芽体を共に成熟さ

せることができた。 ヒメイギスの培養では四分胞子発芽体からは正常な配偶体のほかに雌雄同株の体

が生じた。能登谷と厳9)はヨツガサネの培養で四分胞子発芽体よりは同一体に四分胞子嚢と雌雄の生

殖器官の三者を生じるもの， 果胞子発芽体よりは同一体に精子と四分胞子嚢とを生ずるものが現われ，

乙れらの異常体を更に培養したと乙ろ， 異常体の出現は偶発的なものではなく異常体を遺伝的に生ず

る要因を有する株である ζとを確かめている。 ヒメイギスの培養で現われた雌雄同株の体についても

同様のζとが考えられるがとれを確かめるには至らなかった。

今回のウスペニの四分胞子の培養ではその半数の体は雄性体になったが残りの体を成熟さす乙とは

できなかったので再度培養を試み雌性体を成熟させる条件を明らかにしたいと考えている。
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Explanation of Plates 

PLATE 1 

Oaeramium fiαstigiatum Harvey 
A. Chromosomes (2n) at laもeprophωe in a cell of the branch of teもrωporophyte.
B. Chromosomes (2n)抗 me旬，phωe(pointed by品目ow)in an晶，xialcell of飴七rasporophyte.
C・G. Meiosis 1 inぬも.rasporangia.
C. Prophase; D. Drawing of Fig. C; E. La七eprophase; F. Side view of metaphase; 
G. Side view of meぬ，ph品目e，showing a p晶irof chromosomes 自olatedfrom出ealign・
ment of chromωomes. 
H. P晶rもofthallu日ofthe mature m乱legametophy旬 in50 days culture of tetraspore. 
1. Chromosomes (n)泊晶 spermatiummo伽，rcell in the帥 me伽 Husshown in Fig. H. 
(Magnific抗ion:A.G & 1， X 1，600; H， X 640) 
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A 

量五ら. ヒメイギA とウスベニの核分裂

内
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PLATE 11 

CeramI1側 fαstigiatumHarvey 
A. P乱rもofぬ晶llusof the female gametophyte bearing carpogonial branch with trichogyne. 
B. Chromosomω(2n) in a cell of young gonimobla瓜 inぬefemale g品metophy句泊 50
days culture of tetr品自pore.
C-G. Chromωomes (n) inもhecells of the同 rasporegermlings抗 thee晶rlystages of their 
development. 

H. Ci町 omωomes(2n) in a ωII of the c晶rpo自poregermling in two・cell伽 ge
I. Drawing of Fig. H. 
(M品gnific抗ion: All figures， x 1，6∞) 



Bull. Fac. Fish. Hokkaido Univ. 32(3) PLATE II 

• 
A .' 

B 
. 

量主ら. ヒメイギスとウスベエの核分裂



PLATE 111 

A-D. Ceramium fiαstigiatum Harvey 

A. Part ofもhallusof the mature m晶legametophyte in 25 d可目 cultureof te位制pore.
B. Part of thallus of the female g晶metophytebωring cystocarp in 40 days culture of 
tetraspore. 
C. Part of thallus of the mature tetra自porophytein 40 da戸 cultureof c品，rpωpore.
D. P晶凶 ofmonoecious thallus in 24 d晶，ysculture of te七r腿 pore. A町owsindica飴も，ri-
chogyne of c晶rpogonialbr晶nch(t) and品目heridialsori (a). 

E-F. SoreUαrepens (Okam.) HolIenberg 

E. p，晶凶 ofthallus of mature m晶leg品metophytein 35 d品，ysculture of teraspore. 
F. Metaphωe nucleu自(m)and spermatozoids (s) in the mature portion of m品legameto-
phyte. 
(M:乱酔ification:A-D， X 370; E， X 2伺;F， X 1冷却)
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キ
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jiJ(ら. ヒメイギλとウ λベニの核分裂



PLATE IV 

SoreUαrep側 s(Okam.) Hollenberg 

A. Chromosome自 (2n) at la旬 proph品目ein an晶，picalcell of tetrasporophyte. 
B. Chromosomes (2n) at late prophase in the marginal cells in the upp町 portionof 
tetrasporophyte. 
C.H. Suc巴e自由ivenule品rstages of mei倒 isI&IIinもetrasporangi晶.
C. Early propha舵;D. More advanced s句ge出品nin Fig. C; E. Diakin倒is;F. More 
adv晶ncedsも晶gethan in Fig. E; G. Side view of metaphase 1; H. La旬 proph品開 1，
Mid.met晶phaseII. 
(M，晶伊lification:AlI figurω， x 1，600) 
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努3
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露五ら ヒメイギスとウスベニの核分裂
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